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満足感ではなく、チームとして、これからも絶えず新しいものを吸収し、前例に囚われず、時代に応じた変化、改

善（KAIZEN）が必要と考えています。



き

急患を受け付けてまいりました。

PCI治療に取り組んでまいりました。更に、人工血管置換術や大動脈弁置換術については、患者の周術期予後を
軽減する目的で、経カテーテル大動脈ステントグラフト内挿術（EVAR/TEAVR）、経カテーテル大動脈弁置換術
（TAVR）などをいち早く導入し、より侵襲性の低い治療への移行を目指してきました。

　 また、2019年からは不整脈専門医が3名体制となり、県央・県北で唯一の重症不整脈の専門的治療が可能な
循環器専門施設として、その機能強化を行ってまいりました。即ち、従来から治療の対象となっていた発作性
上室性頻拍・発作性心房細動に対する極めて高い根治率を維持しつつ、現在では長期持続性心房細動に対する
カテーテルアブレーションを導入し、新たな治療方法を取り入れながら、その治療成績の向上を目指しています。
その他にも、頻回に出現する心室性期外収縮や心室頻拍・心停止発作に対する根治を目指した創意工夫を取り
入れたカテーテルアブレーション法の確立にも積極的に取り組み、極めて良好な根治率が得られており、現在
年間400例以上のカテーテルアブレーションを施行するAblation High Volume Centerに成長しました。
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TMVr 「マイトラクリップ」
（経皮的僧帽弁修復術）（経皮的僧帽弁修復術）

カテーテルによる最新の弁膜症治療カテーテルによる最新の弁膜症治療
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心臓血管センター
低侵襲治療

No

心不全を治す。患者を救う！
すく

水戸済生会総合病院 〒 水戸市双葉台 丁目 番 （代）
恩賜
財団 済生会 水戸済生会総合病院 〒 水戸市双葉台 丁目 番 （代）
恩賜
財団 済生会

「チームの総合力で、心臓血管病と戦う」

水戸済生会総合病院 循環器センター




